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五
月
一
日
、日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
お
い
て「
働

く
者
の
団
結
で
生
活
と
権
利
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
ろ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第

九
二
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ

ナ
感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら
、
参
加
人
数
を
各
労

組
代
表
者
２
名
程
度
、
全
体
で
八
〇
名
程
度
に
縮

小
し
て
の
開
催
と
な
り
、
参
加
者
に
は
検
温
と
消

毒
・
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
を
お
願
い
し
、
一
〇
時

か
ら
式
典
を
開
始
し
た
。

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
寺
嶋
事
務
局
長
の
司

会
で
始
ま
り
議
長
団
を
選
出
、
中
小
民
間
労
組
平

賀
さ
ん
よ
り
開
会
あ
い
さ
つ
、
主
催
者
側
か
ら
は

国
労
東
京
地
方
本
部
鎌
田
委
員
長
よ
り
「
医
療
体

制
の
整
備
と
す
べ
て
の
人
々
へ
の
生
活
保
障
・
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
構
築
に
向
け
奮
闘
し
よ

う
」
と
訴
え
が
あ
っ
た
。
西
川
都
労
連
委
員
長
か

ら
「
コ
ロ
ナ
渦
に
お
け
る
医
療
・
保
健
衛
生
・
福

祉
等
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
の
再
建
を
」

の
訴
え
が
さ
れ
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
で
は
、
中
央

メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
か
ら
の
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

披
露
さ
れ
、引
き
続
き
都
高
教
村
上
さ
ん
よ
り
京
都
・

大
阪
の
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会
、社
民
党
福
島
党
首
・

村
松
東
京
都
産
業
労
働
局
長
等
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

紹
介
が
さ
れ
た
。
決
意
表
明
で
は
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン

井
上
さ
ん
を
は
じ
め
三
名
の
取
組
報
告
を
含
め
た
決

意
表
明
が
さ
れ
た
。続
い
て
ア
ピ
ー
ル
採
択
を
行
い
、

最
後
に
渡
邉
全
労
協
議
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
式
典
は
終
了
し
た
。

例
年
で
は
鍛
治
橋
と
土
橋
の
二
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
の
デ
モ
行
進
と
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
渦

の
為
新
橋
Ｓ
Ｌ
前
で
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル

行
動
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
社
民
党
福
島
党
首
か
ら

連
帯
挨
拶
、
全
国
一
般
労
組
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
渦
に

お
け
る
職
場
の
状
況
や
雇
用
・
賃
金
問
題
な
ど
の
取

り
組
み
の
報
告
を
受
け
て
き
た
。
時
間
に
し
て
四
五

分
、
七
〇
人
程
の
参
加
と
な
っ
た
。
最
後
に
寺
嶋
事

務
局
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
散
会
し
た
。

東
京
地
本
定
例
オ
ル
グ

　
　
　
　
　
　
八
王
子
地
区
本
部

五
月
三
日
、
国
会
正
門
前
に
お
い
て
「
平
和

と
い
の
ち
と
人
権
を
！
と
り
も
ど
そ
う
！
民
主
主

義
、
立
憲
主
義
五
・
三
憲
法
大
行
動
」
が
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て

「
九
条
の
会
」
小
森
さ
ん
か
ら
、
三
つ
の
国
政
補

選
・
再
選
挙
で
市
民
と
野
党
共
闘
が
勝
利
し
た
こ

と
に
ふ
れ
、「
憲
法
を
守
り
生
か
そ
う
と
す
る
力

が
、
政
治
を
変
え
る
段
階
に
き
て
い
る
」
と
力
強

い
訴
え
が
さ
れ
、
立
憲
民
主
党
枝
野
代
表
・
日
本

共
産
党
志
位
委
員
長
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
社
民
党

福
島
党
首
は
国
会
前
で
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
が
さ

れ
た
。
れ
い
わ
新
選
組
山
本
代
表
か
ら
の
激
励
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
た
。
続
い
て
法
政
大
学
教

授
で
市
民
連
合
の
山
口
さ
ん
・
神
奈
川
大
学
教
授

羽
場
久
美
子
さ
ん
な
ど
か
ら
、
連
帯
挨
拶
と
決
意

表
明
が
さ
れ
、
最
後
に
行
動
提
起
と
し
て
実
行

委
員
会
菱
山
さ
ん
か
ら
「
三
つ
の
国
政
補
選
・

再
選
挙
で
野
党
候
補
が
勝
利
し
た
。
違
い
に
こ

だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
共
通
性
に
こ
だ
わ
り
一

つ
の
塊
と
な
り
闘
い
抜
こ
う
」
と
締
め
く
く

り
、
散
会
を
し
た
。

主
催
者
発
表
で
三
五
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。

五
月
一
八
日
、
八
王
子
地
区
本
部
会
議
室
に

て
、
第
五
回
八
王
子
地
区
本
部
営
業
職
協
議
会
常

任
委
員
会
に
参
加
し
た
。

春
風
議
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
東
京
地
方

本
部
の
横
倉
組
織
部
長
か
ら
は
、
各
地
区
本
部
・

支
部
へ
足
を
運
ぶ
オ
ル
グ
行
動
の
取
り
組
み
、
現

在
の
組
織
状
況
や
過
半
数
代
表
者
選
挙
の
取
り
組

み
は
集
約
中
で
は
あ
る
が
、
代
表
者
が
四
つ
の
管

区
と
組
合
員
以
上
の
票
を
獲
得
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
組
織
拡
大
の
芽
は
あ
る
。
と
訴
え
た
。

参
加
者
か
ら
の
報
告
で
は
、
●
国
労
組
合
員
一

名
、
他
の
若
手
社
員
三
名
の
職
場
で
、
拡
大
に
向

け
た
雰
囲
気
で
は
な
い
、
他
の
職
場
は
ど
う
な
の

か
。
●
組
合
員
が
一
名
か
ら
二
名
に
な
り
、
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
職
場
の
掲
示
板
の
設
置
基
準
は
Ｊ
Ｒ
と
同
じ

条
件
な
の
か
。
●
制
度
変
更
を
会
社
は
掲
示
す
る

だ
け
で
理
解
し
て
い
る
人
が
少
な
い
。
最
低
限
の

周
知
は
し
て
ほ
し
い
。
●
駅
か
ら
、
緊
急
事
態
宣

言
延
長
さ
れ
て
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
た

事
に
対
し
て
疑
問
あ
り
。
仕
事
安
全
総
点
検
で
会

社
と
議
論
し
て
い
く
。
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
た
。

常
任
委
員
会
終
了
後
、
食
事
を
し
て
解
散
と

な
り
オ
ル
グ
行
動
を
終
え
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
、

集
ま
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
が
、
コ
ロ

ナ
が
終
焉
し
た
ら
多
く
の
仲
間
と
オ
ル
グ
行
動

を
通
じ
て
交
流
を
し
て
い
き
た
い
。

憲
法
大
行
動
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き
ま
し
ょ
う
」
と
決
意
が
述
べ
ら
れ
、
一
四
時

四
五
分
か
ら
デ
モ
行
進
が
出
発
し
た
。

　

今
回
の
デ
モ
は
残
念
な
が
ら
「
サ
イ
レ
ン
ト
デ

モ
」
と
な
り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
の
訴
え
は

出
来
な
か
っ
た
が
、
東
電
本
社
前
・
数
寄
屋
橋
交

差
点
で
は
宣
伝
カ
ー
の
コ
ー
ル
に
併
せ
て
、
プ
ラ

カ
ー
ド
等
を
高
く
掲
げ
抗
議
の
意
思
を
明
ら
か
に

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
未
だ
収
束
の

動
き
も
見
え
ず
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
可

否
を
含
め
、
菅
政
権
に
対
し
多
く
の
国
民
が
不
満

や
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
私
た
ち
が
原
発

や
福
島
の
問
題
も
引
き
続
き
精
一
杯
闘
い
、
一
日

で
も
早
く
誰
も
が
納
得
す
る
解
決
を
勝
ち
取
る
事

を
確
認
し
た
集
会
と
な
っ
た
。

　
国
会
前
行
動

福
島
原
発
事
故　

年

　

さ
よ
な
ら
原
発
首
都
圏
集
会

三
月
二
七
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
て

一
五
〇
〇
名
が
参
加
し
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、

会
場
は
定
員
の
半
数
一
三
〇
〇
名
で
締
め
切
ら
れ
、

会
場
外
で
の
参
加
が
二
〇
〇
名
以
上
と
な
っ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
イ
ブ
で
は
、
福
島
県
出
身

の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
片
平
里
菜
さ
ん
の

歌
と
東
日
本
大
震
災
の
自
ら
の
経
験
を
交
え
た
話

し
が
さ
れ
た
。

　

一
三
時
三
〇
分
に
な
り
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ

と
し
て
鎌
田
慧
さ
ん
か
ら
は
、「
今
日
、
原
発
反

対
の
意
志
を
確
認
し
あ
い
、
デ
モ
で
国
民
に
訴
え

た
い
。
一
〇
〇
〇
万
人
署
名
は
既
に
八
八
一
万
人

を
超
え
続
々
と
集
約
さ
れ
て
い
る
。
国
民
の
八
割

が
反
対
を
し
て
い
る
の
に
、
原
発
で
利
益
を
得
よ

う
と
い
う
二
割
が
権
力
を
握
っ
て
い
る
。
未
来
・

環
境
の
た
め
に
脱
原
発
に
向
け
て
頑
張
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

続
い
て
澤
地
久
枝
さ
ん
か
ら
「
老
朽
化
し
た
原

発
の
寿
命
を
四
〇
年
か
ら
六
〇
年
に
延
ば
し
、
故

郷
を
奪
う
原
発
を
政
府
は
や
め
よ
う
と
し
な
い
。

九
〇
歳
に
な
っ
た
が
死
ぬ
ま
で
原
発
に
反
対
す

る
」
と
決
意
が
示
さ
れ
た
。

　

呼
び
か
け
人
の
池
脇
美
和
さ
ん
（
福
島
原
発
刑

事
告
訴
団
事
務
局
長
）
か
ら
は
「
事
故
か
ら
一
〇

年
経
っ
て
も
国
や
東
電
の
調
べ
な
い
・
教
え
な
い
・

助
け
な
い
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
、
福
島
で
は
様
々
な

人
権
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
る
。
子
供
に
明
る
い
未

来
を
語
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
訴
え
た
。
吉
原

毅
さ
ん
（
原
自
連
会
長
・
城
南
信
用
金
庫
名
誉
顧
問
）

か
ら
「
原
発
に
は
一
基
一
兆
五
千
億
円
か
か
る
が
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
千
億
円
で
す
み
、
地
方
経

済
の
発
展
に
も
役
立
つ
。
原
発
を
廃
止
し
て
も
経

済
的
に
は
問
題
な
い
。
む
し
ろ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
で
発
展
す
る
」
と
話
さ
れ
た
。
続
い
て
サ

プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
菅
直
人
元
首
相
か
ら
は

「
国
会
議
員
の
半
分
が
原
発
ゼ
ロ
に
賛
成
と
言
え
ば

良
い
の
で
、
次
の
総
選
挙
に
は
そ
う
い
う
人
を
選

ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
ら
れ
た
。
最
後
に
大
石
光

伸
さ
ん
（
東
海
第
二
原
発
運
転
指
止
訴
訟
原
告
団

共
同
代
表
）
は
、
三
月
一
八
日
に
出
さ
れ
た
水
戸

地
裁
で
の
勝
利
判
決
を
紹
介
し
な
が
ら
「
裁
判
官

が
福
島
が
置
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
を
理
解
し

て
く
れ
た
結
果
先
日
の
勝
訴
と
な
っ
た
。
司
法
で

出
来
る
こ
と
は
し
た
の
で
、
後
は
住
民
運
動
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
の
裁
判
官
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
受

け
止
め
た
」
と
報
告
さ
れ
た
。

　

閉
会
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
落
合
恵
子
さ
ん
か

ら
「
命
が
か
か
っ
て
い
る
脱
原
発
運
動
を
諦
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
前
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行

二
〇
二
一
年
を
迎
え
た
ば
か
り
の
一
月
初
旬
、

二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、
一
九
日

行
動
も
一
八
時
か
ら
四
五
分
間
の
行
動
に
制
限
さ

れ
、
三
ヶ
月
間
続
け
ら
れ
て
き
た
。
よ
う
や
く
三

月
末
に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
四
月
の
行

動
は
通
常
通
り
、
一
八
時
三
〇
分
か
ら
の
行
動
に

戻
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
は
容
赦
な
く
、

東
京
も
す
で
に
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が

発
せ
ら
れ
て
い
る
中
で
の
行
動
と
な
っ
た
。

　

野
党
各
党
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
国

民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
対
策
を
政
府
に
求
め
る
と

と
も
に
、
三
つ
の
国
政
補
選
・
再
選
挙
で
の
立
憲
野

党
の
統
一
候
補
の
勝
利
と
、
総
選
挙
で
の
市
民
と
野

党
の
勝
利
で
政
権
交
代
に
つ
な
げ
る
決
意
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

市
民
連
合
の
中
野
晃
一
上
智
大
教
授
が
ス
ピ
ー
チ

し
、
今
の
状
況
が
お
か
し
い
と
感
じ
て
い
る
人
た
ち

が
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
大
事
で
、
自
民
党
政
権
の
政

治
し
か
知
ら
な
い
世
代
に
対
し
て
も
、
今
は
怒
っ
て

い
い
時
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

運
動
の
う
ね
り
を
今
年
は
改
め
て
大
き
な
う
ね
り
に

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
立
憲

野
党
に
は
政
権
の
選
択
肢
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
注

文
、
補
欠
選
挙
・
再
選
挙
で
勝
利
し
、
総
選
挙
に
向

け
て
大
き
な
力
に
し
て
い
こ
う
と
訴
え
た
。
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